
代
謝
が
活
性
化
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
資
材
の
一
つ

で
あ
る
「
カ
ネ
カ
肥
料
W 

2
」
は
、
ス

ト
レ
ス
遭
遇
前
に
G
S
S
G
を
植
物
に

与
え
る
こ
と
で
、„
信
号
“を
あ
ら
か
じ
め

発
動
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
が
実
際
の
ス
ト
レ

ス
へ
の„
予
防
接
種
“と
な
っ
て
、
ス
ト
レ

ス
の
予
防
・
低
減
効
果
お
よ
び
光
合
成

等
の
各
種
代
謝
維
持
効
果
を
誘
導
し
、

植
物
が
本
来
持
つ
力
を
引
き
出
す
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

今
年
は
、
モ
ニ
タ
ー
の
方
に
馬
鈴
し
ょ

で
の
塊
茎
数
増
加
や
塊
茎
肥
大
効
果
、

大
豆
で
の
莢
数
増
加
や
結
実
充
実
、
子

実
肥
大
効
果
が
現
れ
る
か
お
試
し
い
た

だ
き
ま
す
。

さ
れ
る
「
水
稲
除
草
剤
の
水
口
施
用
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
資
材
と
は
、

植
物
に
対
す
る
非
生
物
的
ス
ト
レ
ス
に

起
因
す
る
ダ
メ
ー
ジ
を
軽
減
し
、
健
全

な
生
育
を
促
す
資
材
で
す
。

植
物
は
非
生
物
的
ス
ト
レ
ス
（
高
温

や
低
温
、乾
燥
な
ど
）
に
遭
遇
す
る
と
、

活
性
酸
素
が
体
内
で
発
生
し
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
ま
す
。
そ
こ
で
代
謝
に
よ
り
活

性
酸
素
を
除
去
す
る
の
で
す
が
、
こ
の

時
、酸
化
型
グ
ル
タ
チ
オ
ン（
G
S
S
G
）

が
発
生
し
、こ
れ
が
„
信
号
“
と
な
り
、

健
全
な
生
長
を
維
持
す
る
た
め
の
各
種

Ｊ
Ａ
・
ホ
ク
レ
ン
で
は
、
農
業
試
験

場
や
普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、

全
道
各
地
区
に
「
施
肥
防
除
合
理
化
推

進
協
議
会
（
施
防
協
）」
を
組
織
し
、

施
肥
や
防
除
に
関
す
る
課
題
解
決
に
向

け
た
現
地
試
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

（
施
肥
課
題
1
4
5
カ
所
、
防
除
課
題

1
3
5
カ
所
〜
2
0
2
1
年
度
実
績
）。

現
地
試
験
の
結
果
は
、
チ
ラ
シ
や
ア

グ
リ
ポ
ー
ト
な
ど
で
お
伝
え
し
て
き
ま
し

た
が
、
ホ
ク
レ
ン
で
は
、
今
ま
で
以
上
に

生
産
者
の
皆
さ
ん
に
役
立
つ
情
報
を
提

供
す
る
た
め
、こ
う
し
た
情
報
に
加
え
、

生
産
者
が
実
際
に
使
っ
て
み
た
感
想
や

評
価
を
お
伝
え
す
る
、生
産
者
モ
ニ
タ
ー

試
験
の
取
り
組
み
を
2
0
2
2
年
度

か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

今
年
の
モ
ニ
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
方
に

は
、
施
防
協
で
確
認
し
た
資
材
を
自
分

の
圃
場
の
一
部
で
実
際
に
ご
使
用
い
た

だ
き
、
生
育
の
様
子
や
収
量
な
ど
、
そ

の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
試
験
資
材

の
効
果
を
見
て
分
か
る
範
囲
で
判
定
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
途
中
経
過
や
結
果

は
、
ホ
ク
レ
ン
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
や

本
誌
で
も
報
告
す
る
予
定
で
す
。

2
0
2
2
年
度
は
、
新
規
に
取
り
扱

い
を
始
め
た
「
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン

ト
資
材
」
と
、
作
業
の
省
力
化
が
期
待

C L I P 02
ホクレン肥料農薬部 技術普及課

新規資材の生産者モニター試験を始めました！

生
産
者
モ
ニ
タ
ー
試
験
と
は
？

❶
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
資
材
の

効
果
確
認
「
カ
ネ
カ
肥
料
Ｗ
２
」

写真1. カネカ肥料Ｗ２
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